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ひとくちメモ

いわきでは、例年になく、氷点下を下回るような寒い日が続き、水道管が凍
結することが多く起きています。水道が凍結すると、台所やトイレ、お風呂な
どが使えなくなり、本当に困ってしまいますね。
その場合には、自然に解けるのを待つのが一番ですが、早く解凍したい場合

には、凍った部分にタオルをかぶせて、ゆっくりぬるま湯をかける方法をお試
しください。氷が解けるまでは時間がかかるので根気よく行うことが必要です。
熱湯をいきなりかけると水道管や蛇口が破裂することがあるので十分ご注意を。
凍結を予防することも大切です。
むき出しになっていたり、風当たりの強い屋外にある水道管、北向きで日陰

にある水道管などは凍結しやすいので、露出している配管に保温材を取り付け、
ビニールテープを隙間なく巻く（保温材の代わりにタオルなどでもよいそうで
す）と凍結予防になるそうです。いわき市の水道局のホームページに詳しく
のっています。ぜひご覧ください。

平成29年4月に、都市計画法が改正され、新たに13番目の用途地域として、
「田園住居地域」が設けられました。その運用が、今年4月から始まります。
田園住居地域が設けられた目的は、農業の利便性を図りつつ、これと調和した低

層住宅にかかる良好な住居の環境を保護することです。田園住居地域は都市機能に
農業が含まれるという考え方に立つ仕組みであり、改正には、農地を都市の構成要
素として位置付けるという意義があります。
現行法上は、市街化地域では、生産緑地を除き、宅地化を規制する定めはありま

せん。これに対し、今回追加された田園住居地域内では、土地の形質の変更、建築
物の建築その他工作物の建設等を行おうとするものは市町村長の許可が必要となり、
規制がされることになります。
用途地域による規制は、土地の利用に対して重大な制限を加えるものであって、

宅建業法上、宅地建物取引士が説明すべき重要事項です。そのため、田園住居地域
が追加され、新しい土地利用規制ができたことで、宅建業法も改正となり、重要事
項として説明が必要となる法令上の制限等に加わることになります。


